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1．佐倉順天堂記念館について
佐藤泰然先生が開いた蘭医学塾兼診療所です。現在

の建物は,1858年（安政5年）に建てられました。泰然先
生は外科医術に優れ、困難な手術をこなしていたとされ
ています。玄関奥の診療室には、当時使用されていた医
術器具も展示されています。尚現在の順天堂大学の前
身である順天堂医院を東京に開いたのは、佐藤泰然氏
のあとをついだ弟子の尚仲先生です。記念館の中の診
察室や待合室そして各居室を拝見すると当時の診察の
状況や泰然先生の生活が、偲ばれます。

2．三谷家の住宅について
佐倉の伝統的な

商家として、現存す
る貴重な建築です。
袖蔵は、明治17年
に建てられた事が、
棟札により確認さ
れており、主家も、
その頃には建築されたと考えられています。近代の佐倉に
おける有力商家にふさわしく造形的に優れた建築です。
出桁造の主家と並んで袖蔵が建つ当時の商家の形態が
よく残っています。赤い外壁が印象的な商家ですね。

3．旧堀田邸邸宅跡について
佐倉城は、築城
から明治に至るま
での258年間に9
家20人の大名が封
ぜられましたが、そ
のうち堀田正盛、
正信父子の時代と
正亮から最後の藩主正倫までの時代を通算すると、141
年に渡り、堀田氏の統治下数多くの堀田家関連の文化
財が残されています。そのような中で、旧堀田邸は、堀田
正倫の邸宅で、1890年（明治23年）に竣工した伝統的
和風様式の建築です。明治期の大名邸宅で現存する数
少ない貴重な建造物で、2006年には、国の重要文化財
に指定されました。奥座敷の書院造りの居室は、重厚感
を感じられ、鴨居の釘隠し一つ見ても当時の威勢を感じ
られます。更に中庭を周回するように配置された長い縁

側を歩くと、心地よい日差し
が降り注ぎます。また、庭園
も｢さくら庭園｣として市民に
親しまれており、国の名勝に
もなっています。

4．旧今井家の住宅について
現在残っているこの建物は、今井氏が、｢駿河屋｣の屋

号で呉服商を営んでいた頃の古民家です。主屋は、明治
22年から明治25年前後に立てられたと推定されています。
また、奥の蔵は明治25年に建てられた事が、棟札によって
判明しています。ここは、江戸時代には、旅籠｢油屋｣の跡
地でもあり桂小五郎や山本覚馬、清河八郎などが宿泊
した事が宿帳により解っています。

5．佐倉市立美術館エントランスホールについて
1918年（大正7年）に川崎銀行佐倉支店として建てら
れた後、1937年（昭和12年）に銀行移転に伴い佐倉町
に売却され役所として使用され、その後1971年（昭和46
年）まで市役所として使用されました。その後幾度かの
用途変更を重ね、1991年（平成3年）に千葉県有形文化
財として指定されると、1994年に佐倉市立美術館の
エントランスホールとして
再利用されるに至っています。
旧川崎銀行佐倉支店の設
計者は、矢部又吉です。
正面フォサードは、ヨーロッ
パの古典建築の規範を取
り入れ、左右対称となって
いて、石積を模したレンガ
積の意匠は、変化に富んで
いて見応えがあります。

佐倉の町並みを旧成田街道沿いの町並みを
探索しながら、たずねてみましょう。佐倉順天堂
記念館を基点とし、旧川崎銀行を通り武家屋敷
群に続く約2kmの道のりです。途中クランクに曲
がる道中を楽しみながら歩いて見ます。

6．武家屋敷群と古径ひよどり坂について
佐倉に残る江戸時代の武家屋敷のうち、旧河原邸、

旧但馬邸、旧武居邸の三棟が公開されています。県指定
の文化財である旧河原邸の室内には、当時使用された
であろう調度品などが、展示されており、その頃の武士
の生活を偲ぶことが出来ます。また三棟とも華美を拝し
た質素な造りをしており、さらにそれぞれの石高の違い
による生活感の違いも読み取れ、それらの違いを探索し
てみるのも、充分に大きな魅力である。更に近くには、ひ
よどり坂という古径もある。当時の侍の気分で、この坂
を歩いて見るのも一興です。

7．最後に
今回佐倉の街並みを歩いて見て感じたことは、近代化

された通りや住宅地のなかでも、一歩入った旧道沿いには、
佐倉城址を中心とした城下町の香りがまだまだ色濃く
残っていました。江戸時代からの北総地域の中心であった
佐倉の町並みや武家屋敷に、いにしえの空気を感じなが
ら、佐倉の地を後にしました。
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